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報道関係各位 

 

「ユニバーサルデザインフード」引き続き好調に推移 

～生産量・生産額とも 7 年連続 2 ケタ増～ 

  ◆前年対比は生産量 120.4％・生産額 112.3％ 

  ◆製品登録数は 1,853 アイテムに 
 

「ユニバーサルデザインフード」引き続き好調に推移 生産量・生産額とも 2 ケタ増 

◆前年対比は生産量 120.4％・生産額 112.3％ 

今般、日本介護食品協議会（会長：森 佳光（キユーピー㈱ 執行役員 広報・CSR 本部長））

は、会員企業を対象に平成 28（2016）年（暦年）のユニバーサルデザインフード生産統計を集

計した。この結果、生産量 19,285 トン、生産額 22,575 百万円で前年対比はそれぞれ 120.4％、

112.3％と引き続き大きく増加した。生産量の 2 ケタ増は平成 22（2010）年より 7 年連続、生

産額については平成 17（2005）年以降 12 年連続となる（増加はともに 12 年連続）。 
＊統計解説の詳細については 3 ページ目をご参照ください 

 
◆製品登録数 1,853アイテムに 

 ユニバーサルデザインフードの製品は、現在 1,853 品目が登録されている（前年比で 69 品目

増）。協議会加盟企業数は増加の一途であり、利用者の期待に応えるべく各社それぞれの技術を

用いて「おいしさ」「食べやすさ」を追求した多くの製品を提供している。 
 

【UDF製品登録状況】 

 
区分 1  

容易にかめる 

区分 2 

歯ぐきでつぶせる 

区分 3 

舌でつぶせる 

区分 4 

かまなくてよい 

とろみ

調整 
合計 

乾燥食品 0 1 12 0 85 98 

冷凍食品 275 233 640 27 0 1,175 

常温食品 123 147 198 111 1 580 

合計 398 381 850 138 86 1,853 
（平成 29（2017）年 5 月末現在） 
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「日本介護食品協議会」について ～介護食品の規格を統一～ 
我が国は、すでに「超高齢社会」となっていますが、以前より食品メーカーでは「介護」シーン

での利用を考慮した食品の開発や販売を行ってきました。しかし、当初の「介護食品」はメーカ

ーによって製品の規格や表示方法が異なるため、利用者の不便が指摘されていました。 
そこで、これら利用者の不便を解消するため、食品メーカーを中心に、素材や容器など多くの

企業が集まり、『日本介護食品協議会』を設立（平成 14（2002）年 4 月）し、介護食品の「食べ

やすさ」「使いやすさ」などについて「統一規格」を制定（平成 15（2003）年 6 月）しました。

協議会ではその規格に適合する製品をすべての人が食べやすいことから「ユニバーサルデザイン

フード」とし、以降、次々と「ユニバーサルデザインフード」のロゴマークを表示した製品が誕

生、現在もその数は増え続けています（平成 29（2017）年 5 月末現在 1,853 品目を登録）。 
協議会では、「ユニバーサルデザインフード」をすべての利用者に安心して使っていただくため

に、関連する情報の発信や普及啓発活動、自主規格の整備などを行い介護食品業界の健全な発展

を目指すとともに、みなさまの食べる楽しみを通じて QOL（クオリティーオブライフ・生活の質）

の向上に貢献していきたいと考えています。 
＊会員企業数は、平成 29（2017）年 6 月 1 日現在 68 社となっています。 

 
「ユニバーサルデザインフード」とは 

日常の食事から介護食まで幅広くお使いいただける、食べやすさに配慮した食品です。その種

類も様々で、レトルト食品や冷凍食品などの調理加工食品をはじめ、飲み物やお食事にとろみを

つける「とろみ調整食品」などがあります。 
ユニバーサルデザインフードのパッケージには、必ず UDF マークが記載されています。これ

は日本介護食品協議会が制定した規格※に適合する製品だけについているマークです。 お客さま

が選びやすいよう、どのメーカーの製品にも「かたさ」や「粘度」の規格により分類された１～

４の区分と、とろみ調整について表示しています。これらの区分を目安にご利用に適した製品を

安心して選んでいただけます。 
まずはパッケージの UDF マークをご覧下さい。 
※協議会会員である食品メーカーはこの規格に基づき製品を製造・販売しています。 

＊ユニバーサルデザインフード区分表等については 6 ページをご参照下さい。 
 
 
 
 
 
 
 

【問合せ先】 

日本介護食品協議会 事務局 
〒101‐0042 東京都千代田区神田東松下町 10‐2 
翔和神田ビル３階 
電話 03‐5256‐4804 ＦＡＸ03‐5256‐4805 
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＜以下、1ページ見出しの詳細＞ 

「ユニバーサルデザインフード」引き続き好調に推移 

生産量・生産額とも 7年連続 2ケタ増 

◆前年対比は生産量 120.4％・生産額 112.3％ 

今般、日本介護食品協議会{（会長：森 佳光（キユーピー㈱ 執行役員 広報・CSR 本部長））、

（以下、協議会）}は、会員企業を対象に平成 28（2016）年（暦年）のユニバーサルデザインフー

ド生産統計を集計した。この結果、生産量 19,285 トン、生産額 22,575 百万円で前年対比はそれ

ぞれ 120.4％、112.3％と前回に引き続き大きく増加した。生産量、生産額ともに各区分、各流通

タイプ、販売先別のいずれの集計カテゴリーにおいても増加した。生産量の 2 ケタ増は平成 22
（2010）年より 7 年連続、生産額については平成 17（2005）年以降 12 年連続となる（増加はと

もに 12 年連続）。 
■区分別にみると、区分１（容易にかめる）が生産数量 5,047 トン、生産額 3,947 百万円で、

前年対比各 128.0％、120.1％、区分 2（歯ぐきでつぶせる）が同 2,255 トン、2,166 百万円、同

134.0％、111.6％、区分 3（舌でつぶせる）が同 6,526 トン、6,680 百万円、同 116.3％、112.6％、

区分 4（かまなくてよい）が同 2,246 トン、2,079 百万円、同 115.6％、117.8％、とろみ調整が

3,211 トン、7,703 百万円、同 113.1％、107.2％となっており、区分 1 および 2 の増加が顕著と

なっている。構成比をみると（カッコは平成 25 年）、区分 1 が 31.4％（20.8％）、区分 2 が 14.0％
（11.6％）、区分 3 が 40.6％（49.4％）、区分 4 が 14.0％（18.2％）と区分 1・2 で高まってる。

そもそも、区分 1・2 については利用対象者が多く、UDF の認知が進むほど市販用、業務用とも

に増加する区分として見込まれており、近年の調査ではこの実態を反映するような形で推移しつ

つある。とろみ調整食品については、飲料に加える利用方法の他、調理にも利用されるなど活用

の範囲も広く、家庭や病院・施設など多くの場面での使用が定着している。 
■タイプ別にみると、「乾燥タイプ」（とろみ調整食品や加水して成型する粉末製品を含む）が

生産量 3,238 トン、生産額 7,790 百万円で、前年対比はそれぞれ 112.7％、107.0％であった。「冷

凍タイプ」については、同 9,194 トン、8,914 百万円、同 127.6％、119.1％となっている。同タ

イプは、一部に通販チャネルで展開されている市販用を含んでいるが、大部分は施設や病院給食

等で利用される業務用の比率が非常に高い。「常温タイプ」については、同 6,582 トン、5,871 百

万円、同 115.3％、109.9％となっている。同タイプはレトルト製品、カップゼリー製品で主に構

成されており、主に市販用であるが、カップゼリー製品は業務用でも多用されている。 
■販売先別にみると、常温品が中心の市販用においては生産量 4,569 トン、生産額 7,402 百万

円で、前年対比はそれぞれ 112.3％、108.9％となっており、施設や病院の給食等に利用される業

務用は同 14,716 トン、15,174 百万円で同 120.4％、112.3％であった。業務用の半数以上は冷凍

品となっている。市販用・業務用比率については 23.7％、76.3％となっている。 
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数量（トン） 金額（百万円） 数量（トン） 金額（百万円） 数量（トン） 金額（百万円） 数量（トン） 金額（百万円）

1 2,106 1,854 2,856 2,393 3,943 3,285 5,047 3,947

2 1,180 1,049 1,247 1,167 1,683 1,940 2,255 2,166

3 5,014 5,205 5,279 5,401 5,610 5,931 6,526 6,680

4 1,843 1,565 1,047 1,078 1,942 1,765 2,246 2,079

1,543 3,809 2,688 6,681 2,840 7,186 3,211 7,703

11,686 13,481 13,117 16,719 16,018 20,107 19,285 22,575

乾燥 1,601 3,924 2,617 6,573 2,873 7,283 3,238 7,790

冷凍 4,522 4,654 5,725 5,662 7,204 7,482 9,194 8,914

常温 5,564 4,903 4,775 4,484 5,942 5,342 6,852 5,871

11,686 13,481 13,117 16,719 16,018 20,107 19,285 22,575

市販 2,641 3,242 3,220 5,800 4,068 6,795 4,569 7,402

業務 9,046 10,239 9,898 10,920 11,951 13,313 14,716 15,174

11,686 13,481 13,117 16,719 16,018 20,107 19,285 22,575
※暦年集計

※金額は出荷ベース

数量（トン） 金額（百万円） 数量（トン） 金額（百万円） 数量（％） 金額（％） 数量（％） 金額（％）

1 5,047 3,947 3,943 3,285 128.0 120.1 176.7 164.9
2 2,255 2,166 1,683 1,940 134.0 111.6 180.8 185.6
3 6,526 6,680 5,610 5,931 116.3 112.6 123.6 123.7
4 2,246 2,079 1,942 1,765 115.6 117.8 214.4 193.0

3,211 7,703 2,840 7,186 113.1 107.2 119.5 115.3
19,285 22,575 16,018 20,107 120.4 112.3 147.0 135.0

乾燥 3,238 7,790 2,873 7,283 112.7 107.0 123.7 118.5
冷凍 9,194 8,914 7,204 7,482 127.6 119.1 160.6 157.4
常温 6,852 5,871 5,942 5,342 115.3 109.9 143.5 130.9

19,285 22,575 16,018 20,107 120.4 112.3 147.0 135.0
市販 4,569 7,402 4,068 6,795 112.3 108.9 141.9 127.6
業務 14,716 15,174 11,951 13,313 123.1 114.0 148.7 139.0

19,285 22,575 16,018 20,107 120.4 112.3 147.0 135.0

※本統計は日本介護食品協議会会員企業の「ユニバーサルデザインフード」生産統計です。介護食品全体の市場規模を表すものではありません。

ユニバーサルデザインフード生産統計
日本介護食品協議会

タイプ別

ユニバーサルデザインフード平成28（2016）年生産量・金額前年対比

平成28（2016）年 平成27（2015）年 16/15年対比 16/14年対比

平成25（2013）年

とろみ

合計

合計

販売先別

合計

区分

合計

販売先別

合計

区分

とろみ

合計

平成26（2014）年 平成27（2015）年 平成28（2016）年

タイプ別
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＊協議会会計年度集計（6～5月）
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＜参考資料＞ 

日本介護食品協議会会員企業は、食べやすさに配慮した食品を以下のように区分し、ユニバーサ

ルデザインフード・ロゴマークとともにパッケージに表示しています。 

●ユニバーサルデザインフード区分表 

 
●とろみ調整食品のとろみの目安表示例 

 
●ユニバーサルデザインフードの表示が変更になります（表示例・各社切り替え中） 

 
＊UDF は商品の選びやすさ向上のため、今後区分数値（1～4）を削除して表示を行ってまいります。 


